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えこまち通信

「道東・てしかがの冬を遊びつくそう！」を開催
エコツーリズム推進部会

　てしかがえこまち推進協議会エコツーリズム推進部会(藤原仁部会長)では、ダイヤモンドダストin ＫＡＷＡＹＵ 
～ 「道東・てしかがの冬を遊びつくそう！」と題して２月17日にイベントを実施しました。人財育成部会や食・文化部
会、チームくっしゃろと連携し、訪れた観光客をおもてなし
するために、子どもたちとのイグルー作りや地場産野菜を使
ったスープを販売しました。
　昼の部では地元の小学生や保育園児19人が大人と協力し
てイグルー作りを行いました。踏み固めた雪をスノーソーと
呼ばれるノコギリで切り出し、それを積み上げて、水分を含
んだ雪で接着。大小２つのイグルーを完成させ、イグルーの
中で、お昼ご飯を食べました。
　夜の部では雪の降る中、アカエゾマツの森でナイトスノー
シューハイクを行いました。外国人観光客の参加もあり、普
段歩けない夜の森の中の雰囲気を楽しみました。また、川湯
エコミュージアムセンター館内では、地元のガイドによるス
ライドショーやチームくっしゃろによるアイヌ文化体験な
どが行われ、参加者それぞれが思い出となる体験をしました。

問い合わせ先
てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係）☎４８２‐２９４０（課直通）

地元の小学生らによるイグルー作り

外国人観光客受け入れ対策の経費の一部を補助
　町では、訪日外国人観光客受け入れ体制の充実を図るため、町内事業者の方が行う外国人観光客受け入れ対策
に係る経費の一部を補助しています。受け入れ対策をお考えの方は、ぜひご相談ください。

　 ▼補助対象経費
　　訪日外国人観光客誘致に必要な、次に掲げる経費
　　①外国語（英語・韓国語・中国語）表記による施設のパンフレット類・ホームページ作成に要する経費
　　②外国語表記による施設内の情報案内板などの整備に要する経費
　　③生活習慣の相違に対応するために必要な資材の整備に要する経費
　　④外国人観光客誘致の促進に要する経費

　 ▼補助の種類と補助率
　　 直接補助で補助対象経費の２分の１以内で（上限10万円）

　 ▼補助対象者
　　 町内に事業所を有する法人、町内に住所を有する個人事業主のうち、町税を滞納していない観光関連事業 
　　 者で、平成29年度において、本補助金を利用していない事業者
　　 ※平成31年３月29日㈮までに補助対象事業の完了と実績報告ができることが必要です。

　 ▼受付期間
　　４月２日㈪から随時受け付けします。先着順で、予算がなくなり次第、受け付けを終了します。

　 ▼応募方法
　　 補助金等交付申請書と事業執行に係る契約内容、事業内容の分かる書類などが必要になります。詳しくは
　 お問い合わせください。

問い合わせ先／役場観光商工課商工振興係☎４８２‐２９４０（課直通）

弟子屈町インバウンド推進事業対策補助金
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協力隊通信

特別号

地域おこし協力隊facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshikyouryokutai
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炭田　晃希
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平成30年３月

弟子屈町産
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開発活動支援員
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。
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。
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